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郷
土
地
名
考

郷
土
地
名
考
60

　
原
町

神
社
　
　
問
答

な
ぜなぜ

（その60）

　

結
婚
式
は
数
多
い
人
生
儀
礼
の
中
で

も
、
重
要
な
慶
事
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て

お
り
、
新
た
に
家
庭
を
築
く
と
い
う
意
味

合
い
に
お
い
て
も
、
意
義
の
深
い
儀
礼
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
の
よ
う
な
神
社
に
お
け
る
結
婚
式

の
形
は
、
明
治
三
十
三
年
五
月
十
日
、
皇

室
婚
嫁
令
に
よ
り
、
当
時
皇
太
子
で
あ
ら

れ
た
大
正
天
皇
と
九
条
節
子
姫
（
貞
明
皇

后
）
が
、
宮
中
賢
所
（
か
し
こ
ど
こ
ろ
）

大
前
に
お
い
て
と
り
お
こ
な
わ
れ
た
御
婚

儀
に
、
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

翌
三
十
四
年
、
こ
の
御
婚
儀
に
基
づ
き

定
め
ら
れ
た
次
第
に
よ
る
神
前
結
婚
式

が
、
一
般
で
も
日
比
谷
大
神
宮
（
現
・
東

京
大
神
宮
）
に
お
い
て
初
め
て
お
こ
な
わ

れ
、
全
国
各
地
に
普
及
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
う
説
明
す
る
と
神
社
に
お
け
る
結
婚

式
は
、
明
治
時
代
、
新
た
に
創
ら
れ
た
儀

礼
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
儀
礼
の
内
容
を
見
る
と
、
各
家

庭
を
式
場
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
伝

統
的
な
婚
儀
の
形
を
参
考
と
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
の
形
は
家
庭
の
床
の
間
に
、
伊
弉
諾

尊
（
い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と
）・
伊
弉
冉
尊

（
い
ざ
な
み
の
み
こ
と
）
の
御
神
名
の
掛

軸
や
、
自
ら
信
仰
す
る
神
々
の
御
神
名
、

ま
た
縁
起
物
の
絵
画
の
掛
軸
な
ど
を
飾

り
、
そ
の
前
に
御
饌
御
酒
を
お
供
え
し
て

祀
り
、
こ
の
御
神
酒
を
三
三
九
度
に
よ
り

新
郎
新
婦
が
戴
く
こ
と
で
、
夫
婦
の
契
り

が
結
ば
れ
る
と
い
う
信
仰
に
基
づ
く
も
の

で
す
。
後
に
家
庭
か
ら
神
社
へ
と
式
場
が

移
っ
て
も
、
こ
の
考
え
に
は
変
わ
り
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
神
前
結
婚
式
は
、
家
庭
に
お
け

る
婚
儀
の
形
や
礼
儀
の
作
法
を
集
大
成

し
、
我
が
国
の
伝
統
的
な
考
え
方
を
継
承

し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

神
前
結
婚
式
の

　 

由
来
に
つ
い
て

　
　
　
教
え
て
下
さ
い
。

　

西
原
町
も
あ
っ
た
が
住
居
表
示
は
原
町

に
統
合
さ
れ
た
。 

昔
は
小
倉
城
郭
外
、
藩

士
の
屋
敷
地
が
広
が
っ
て
い
た
。 

原
っ
ぱ

だ
っ
た
か
ら
原
町
。 

昭
和
の
始
め
ご
ろ
ま

で
に
は
随
所
に
溜
め
池
が
あ
っ
た
。

　

関
東
大
震
災
で
焼
け
た
東
京
兵
器
工
廠

が
一
九
三
五（
昭
和
十
）年
、
小
倉
に
移
転
、

小
倉
造
兵
廠
と
な
り
、
数
万
の
従
業
員
が

各
地
か
ら
入
り
こ
み
、
小
倉
の
町
は
カ
ー

キ
色
の
制
服
で
あ
ふ
れ
た
。  

世
間
は
造

兵
廠
従
業
員
を「
は
か
り
み
か
ん
」と
呼
ん

だ
。  

ひ
と
山
い
く
ら
と
い
う
わ
け
だ
。

　

原
町
に
も
ス
ズ
ラ
ン
燈
の
立
ち
な
ら
ぶ

商
店
街
が
生
ま
れ
て
賑
わ
っ
た
。 

し
か
し

戦
時
疎
開
で
造
兵
廠
周
辺
の
家
屋
は
取
り

崩
さ
れ
瓦
れ
き
の
町
に
。 

戦
後
は
そ
の
跡

に
刑
務
所
や
裁
判
所
が
移
転
し
た
。

は
ら
ま
ち

岡田神社の境内にあるスタジオ

お宮参り・七五三の参拝時の着物レンタルが
0円から借りられます。
16,000円～ 四切り2枚・衣裳・

着付・ヘアメイク付（　　　　  ）

北九州市八幡西区岡田町1-46  093-621-2080
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年
末
年
始
の
行
事
案
内

● 
大
祓
　　

  

十
二
月
三
十
一
日

　

大
祓
と
は
、
半
年
間
の
罪
穢
を
祓
い
、

清
々
し
い
心
と
な
っ
て
各
自
の
勤
め
に

励
み
一
家
の
幸
福
を
増
進
せ
ん
と
す
る

意
義
深
い
行
事
で
す
。

　

形
式
に
住
所
、
氏
名
、
年
令
を
書
き

身
体
を
な
で
息
を
三
度
吹
き
掛
け
初
穂

料
（
お
思
召
し
）
と
共
に
袋
に
納
め
て

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
町
内
の
神
社

総
代
か
岡
田
宮
社
務
所
迄
お
届
け
下
さ

い
。

● 

歳
旦
祭　
　
　

 

一
月
一
日

　

新
し
い
年
を
お
祝
い
し
、
今
年
も
良

い
年
で
あ
る
よ
う
に
と
お
願
い
す
る
神

事
。

　

午
前
〇
時
よ
り
、
恒
例
の
「
福
餅
」

を
先
着
順
で
五
百
個
配
り
ま
す
。

● 

開
運
福
引
き  　

　
　
　
　
　
　
　
　 

一
月
一
日
〜
三
日

一
枚
五
百
円
で
ハ
ズ
レ
な
し
。

一
等
は
羽
根
ぶ
と
ん
な
ど
が
当
り
ま
す
。

　

新
年
の
運
だ
め
し
に
ど
う
ぞ
。

さ
い
た
ん
さ
い

お
お
は
ら
え

平
成
二
十
八
年
の
厄
年

（
年
齢
は
数
え
年
）

（
年
齢
は
数
え
年
）

厄 

年
（
男
）

厄 

年
（
女
）

二
十
四
才
　
前
厄

二
十
五
才
　
大
厄

二
十
六
才
　
後
厄

四
十
一
才
　
前
厄

四
十
二
才
　
大
厄

四
十
三
才
　
後
厄

六
十
才
　
　
前
厄

六
十
一
才
　
大
厄

六
十
二
才
　
後
厄

十
八
才
　
　
前
厄

十
九
才
　
　
大
厄

二
十
才
　
　
後
厄

三
十
二
才
　
前
厄

三
十
三
才
　
大
厄

三
十
四
才
　
後
厄

三
十
六
才
　
前
厄

三
十
七
才
　
大
厄

三
十
八
才
　
後
厄

◆ 

厄
年
大
祭
　
二
月
節
分
日

平
成
五
年
生

平
成
四
年
生

平
成
三
年
生

昭
和
五
十
一
年
生

　
　
五
十
年
生

　
　
四
十
九
年
生

　
　
三
十
二
年
生

　
　
三
十
一
年
生

　
　
三
十
年
生

平
成
十
一
年
生

　
　
十
年
生

　
　
九
年
生

昭
和
六
十
年
生

　
　
五
十
九
年
生

　
　
五
十
八
年
生

　
　
五
十
六
年
生

　
　
五
十
五
年
生

　
　
五
十
四
年
生

か
た
し
ろ

平
成
28
年
の
八
方
除

平
成
28
年
算
賀
の
年
祝

二
黒
土
星
の
方

昭
和　

十　

年

昭
和　

十
九
年

昭
和
二
十
八
年

昭
和
三
十
七
年

昭
和
四
十
六
年

昭
和
五
十
五
年

平
成　

元　

年

平
成　

十　

年

平
成　

十
九
年

六
十
一
才

七
十
才

七
十
七
才

八
十
才

八
十
八
才

九
十
才

九
十
九
才

還
暦

古
稀

喜
寿

傘
寿

米
寿

卒
寿

白
寿

昭
和
三
十
一
年
生

昭
和
二
十
二
年
生

昭
和
十
五
年
生

昭
和
十
二
年
生

昭
和
四
年
生

昭
和
二
年
生

大
正
七
年
生

八
十
二
歳

七
十
三
歳

六
十
四
歳

五
十
五
歳

四
十
六
歳

三
十
七
歳

二
十
八
歳

　

十
九
歳

　

十　

歳

生　
　

年

年
齢（
数
え
年
）

● 

ど
ん
ど
焼
祭 　

 

　
　
　
　
　
　
　
一
月
十
七
日 

（
日
）

　

古
く
な
っ
た
〆
縄
、
門
松
等
を
焼
納

す
る
神
事
。

　

地
元
の
有
志
に
よ
る
餅
つ
き
、
餅
ま

き
、
黒
崎
祇
園
太
鼓
、
神
酒
接
待
、
ぜ

ん
ざ
い
等
の
諸
行
事
が
午
前
中
に
奉
納

さ
れ
ま
す
。


